
工房•寂主催のシリーズ「ヴァニタス vol.2 フォーリングス」は、我々
の死＝文明の死を主題に掲げた現代音楽の演奏会。前世紀が次第に
遠ざかり、世界は再びある種の停滞に陥っていますが、こうした危
機は歴史の中でなんども起きています。その都度、人間は世界の終
わりについて考えを巡らせてきました。例えば日本の平安時代。現
世に多くを望めなくなった人々はこの世を「末法の世」と呼び、寄
る辺ない今世に期待せず、後生を祈ることに専心していました。平
安というのはじつに皮肉な時代の呼び名だったのです。近代に入る
とそうした宗教の物語性が暴かれ、しばらくは理性の凱歌を上げて
いるようにみえましたが、熱が冷めてみると、宗教の退場した世界
は寂しいがらんどうになっていました。平成もまた、皮肉な時代の
呼び名なのです。
時や場を選ばず、文明を脅かすペリルにはまことに際限がありませ
ん。戦火も天変地異も、隕石も危険な化学物質も、我々に雨あられ
の如く降ってきます（フォーリングス）。今宵は音楽に耳を傾けながら、
遠くない世界の終わりに思いを馳せてみてください。
スイスの作曲家ユーグ•フライ氏の描く音の風景画と、工房•寂主宰
ゼミソン•ダリルが音で捕らえた「墜え行く文明とその残照」を、
石川高（笙•竽）、安達真理（ヴィオラ）、竹本聖子（チェロ）の各氏が演
奏します。

＊
ユーグ•フライ（Jürg Frey）
 Petit fragment de paysage (2009)
 WEN (1999-2007)
ゼミソン•ダリル（Daryl Jamieson）
 fallings (2016)

とき 2016 年 10 月 19 日 -20 日　19 時から（開場 30 分前）
ところ 東京オペラシティ 近江楽堂（新宿区西新宿 3-20-2）
一般 3500 円（当日 4000 円）/ 学生 1500 円（当日 2000 円）

チケットのお取り扱い、お問い合わせは atelierjaku@gmail.com または、
チケットぴあ 0570-02-9999 http://t.pia.jp　[P コード 305894]
http://ticket.pia.jp/pia/event.ds?eventCd=1635381　まで。
※当日の演目、出演者は予告なく変わることがあります。未就学児の入場はご遠慮ください。

主催 工房･寂 atelier jaku
助成 スイスアーツカウンシル
後援 スイス大使館・カナダ大使館


